








【要約】1993 年 11 月から 94 年 2 月までの 70 日間に、当院小児科の一般外来を受診し、

薬剤を処方しなかった 368 件について、年齢、性、疾患名、初診か再診かを調べ、診療パ

ターンについて検討した。薬剤を処方しなかった場合は、のべ受診件数の約 10%であった。

年齢では、乳幼児に多く、学童以上は少なかった。診療パターンとしては、Ⅰ:診察のみ

行ったもの、Ⅱ:診察後、他科にコンサルトしたもの、Ⅲ:診察後、処置を行ったもの、Ⅳ:

診察後、検査を行ったもの、V:すでに薬剤を持っていたもの、の 5つに分類することがで

きた。このうちⅠ:診察のみ、の場合が最も多かった。内容としては、発育・発達に関す

る問題や、消化器疾患が多かった。今回、説明が必要な病態や疾患をより明確にすること

ができ、外来における医療情報提供のあり方について考察した。


